
 

2011 年 
 Amy Poh Ai Ling,“留学生の模範”校友会表彰状, 明治大学 2012 年 
 Mayuko Iwamoto, Ryo Kobayashi and Daishin Ueyama, Presentation Excellence Award，“Crawling 

Locomotion: The Advantage of Mucus”, The 3rd Taiwan-Japan Joint Workshop for Young 
Scholars in Applied Mathematics, 国立台湾大学，2012 年 

 Mayuko Iwamoto，Ryo Kobayashi and Daishin Ueyama, 優秀ポスター賞，“A Mathematical 
Research for the Effectiveness of Mucus in Crawling Locomotion of Gastropod”, 明治大学大学

院先端数理科学研究科開設シンポジウム，P38,明治大学駿河台キャンパス，2011 年 
 
(5)講演 

ア．口頭発表 

 Masayasu Mimura, “Modeling of self-organized aggregation: from individual to population”, 
Conference on Evolutional equations, related topics and applications, 早稲田大学, 東京, 2012
年 3 月 19 日 

 Masayasu Mimura, “Turing's instability versus cross-diffusion-driven instability”, Pattern 
formation: The Inspiration of Alan Turing, Oxford, United Kingdom of Great Britain and Northern 
Ireland, 2012 年 3 月 14 日 

 三村昌泰，“自己組織化集合モデルについて：ミクロとマクロの間を探る”，数電機特別連

携講演会，首都大学東京，東京，2012 年 3 月 7 日 
 Masayasu Mimura, “Mathematics moving towards understanding of self-organization”, 

Mathematics for Innovation: large and Complex Systems, ESF-JSPS, 東京, 2012 年 2 月 29 日 
 Masayasu Mimura, “A link between macroscopic and microscopic models of active aggregation”, 

20th Annual Workshop on Differential Equation, Taipei, Taiwan, 2012 年 1 月 6 日 
 Masayasu Mimura, “Active aggregation in two mode-dispersing models”, International workshop 

on Mathematical Models of Biological Phenomena and their Analysis, 仙台, 2011 年 11 月 23 日 
 Masayasu Mimura, “Infinite dimensional relaxation oscillation in a population growth model with 

two mode movement”, Workshop on Reaction-Diffusion Systems in Mathematics and Life 
Sciences, Montpellier, France, 2011 年 9 月 20 日 

 Masayasu Mimura, “Competitor-mediated coexistence”, Mathematical Frontiers in the life Sciences, 
Limerick, Ireland, 2011 年 7 月 5 日 

 Masayasu Mimura, “Competitive exclusion and competitor-mediated coexistence”, Fronts and 
Nonlinear PDEs, Ecole Normale Superier, Paris, France, 2011 年 6 月 21 日 

 Masayasu Mimura, “Infinite dimensional relaxation oscillation in a chemotaxis-growth system”, 
Colloquium du Laboratoire Jacques-Luis Lions, Univ. Pars VI, Paris, France, 2011 年 6 月 17 日 

 Masayasu Mimura, “Dynamics of soliton-like dynamics in excitable reaction-diffusion systems”, 
International Conference on Perspective in Mathematics and Life Sciences, Granada, Spain, 2011
年 6 月 8 日 

 生熊克己，向殿政男，“道路交通の死亡事故低減に関する考察”，第 10 回ＩＴＳシンポジウ

ム 1，pp.115-120，ITS Japan, 2011 年 11 月 4 日 
 向殿政男，“労働安全衛生マネジメントシステムに生かすリスクベースアプローチの考え

方”，100 周年記念講演 リスクアセスメント／マネジメントシステム分科会，平成 23 年

度全国産業安全衛生大会研究発表集，pp.58-60,中央労働災害防止協会，2011 年 10 月 14 日 



 

 向殿政男，“安全学の立場から安全目標とリスク基準について考える”，特別講演，化学生

物総合管理学会学術総会予稿集，pp.63-82,学術総合センター，2011 年 9 月 30 日 
 向殿政男，“信頼性・安全性の将来展望”，第 1 回フォーラム，日本信頼性学会，2011 年 9

月 12 日 
 向殿政男，“安全学の視点から原子力安全を観る”，第 16 回知能メカトロニクスワークショ

ップ，高知工科大，2011 年 9 月 2 日 
 向殿政男，“安全学の体系化について～安全曼荼羅をベースに考える～”，日本安全学教育

研究会誌，Vol.4, pp.47-53, 日本安全学教育研究会, 2011 年 8 月 9 日 
 向殿政男，“安全目標～どこまでやったら安全か～について考える”，日本安全学教育研究

会誌，Vol.4, pp.95-100, 日本安全学教育研究会, 2011 年 8 月 9 日 
 生熊克己，向殿政男，“事故データからみる道路交通の安全度水準についての考察”，技術

研究報告 安全性 SSS2011-8, pp.17-20,電子情報通信学会, 2011 年 7 月 21 日 
 生熊克己，向殿政男，“道路交通のエラー水準と交通事故の過剰リスク”，信頼性保全性シ

ンポジウム，日本科学技術連盟，2011 年 7 月 15 日 
 生熊克己，向殿政男，“ヒューマンエラーと道路交通の事故低減”，安全工学シンポジウム

2011 講演論文集，pp.461-464, 日本学術会議総合工学委員会，2011 年 7 月 8 日 
 向殿政男，“安全の理念と安全目標”，安全工学シンポジウム 2011 講演予稿集， pp.11-13, 日

本学術会議総合工学委員会，2011 年 7 月 7 日 
 生熊克己，向殿政男，“道路交通の安全性水準”，春季信頼性シンポジウム，日本信頼性学

会，2011 年 6 月 3 日 
 向殿政男，“安全学という新しい視点から身近な事故を解剖する”，知の広場：科学と社会

事例研究２，早稲田大学，2011 年 9 月 27 日 
 向殿政男，“安全は競争力～経営者にとっての機械安全～”，安全講話，旭進会，2011 年 9

月 8 日 
 向殿政男，他，“ディスカッション：放射能のリスクについて，消費者が知っておきたいこ

と”，シンポジウム：食品と放射能について，知りたいこと，伝えたいこと，消費者庁，神

奈川会場：かながわ労働プラザ，埼玉会場：大宮ソニックシティ，2011 年 8 月 28 日, 29
日 

 向殿政男，“製品安全における世界の動向と日本メーカーが取り組むべき姿”，緊急セミナ

ー：迫りくる法改正，変わる安全設計，日経ものづくり，日本科学技術連盟，東京会場日

科技連本部，大阪会場大阪中央電気倶楽部，2011 年 7 月 25 日-27 日 
 向殿政男，“ためになる「安全学」～暮らし，住まいのあんぜんについて～”，BL, ALIA 研

究成果合同発表会講演，（財）ベターリビング，（社）リビングアメニティ協会，2011 年 7
月 14 日 

 向殿政男，“安全目標について考える ～福島第一原発事故を鑑みて～”，臨時 PS 講演会，

日立ハイテク（株），2011 年 7 月 12 日 
 向殿政男，“原発と放射線の安全性を考える ～安全学の視点から～”，特別講義，明治大

学情報コミュニケーション研究科，2011 年 6 月 13 日 
 向殿政男，“震災における安全について～大震災における労働安全衛生の在り方～”，全国

セイフティネットワーク集会，連合，ホテルグランドパレス，2011 年 5 月 23 日 
 向殿政男，“福島原発事故から安全を考える～安全学に視点から～”，支部講演会，明治大

学校友会東京都東部支部，2011 年 5 月 21 日 



 

 向殿政男，“明治大学と校友会と私”，異世代交流会，明治大学学生校友会，2011 年 5 月 20
日 

 向殿政男，“安全目標について考える，～どこまでやったら安全か？～”，第 219 回月例会

特別記念講演, 安全技術応用研究会, 2011 年 4 月 26 日 
 向殿政男，“信頼性・安全性の将来展望”，第 2 回フォーラム，日本信頼性学会，高知市文

化プラザかるぽーと，2012 年 2 月 3 日 
 谷口稔和，梅崎重夫，向殿政男，“安全分野で使用する情報の特性と災害情報データベース

の構築”，IEICE Technical Report Vol.111 No.371，pp.25-28，電子情報通信学会，2011 年 12
月 22 日 

 向殿政男，“‘機械システム安全’について”，昇降機システムの安全・安心問題研究会，日

本機械学会，2011 年 10 月 28 日 
 生熊克己，向殿政男，“事故データからみる道路交通の安全度水準についての考察”，IEICE 

Technical Report, Vol.111, No.143，pp.17-20，電子情報通信学会，2011 年 7 月 14 日 
 向殿政男，“｢ゼロリスクはない」とするなら，どうやって安全・安心を説くか？”，パネル

ディスカッション，品質と安全文化フォーラム，明治大学紫紺館，2012 年 3 月 29 日 
 向殿政男，“品質リスクマネジメントの考え方，進め方”，品質講演会，（株）カネカ高砂工

業所，2012 年 3 月 23 日 
 向殿政男，北野大，“夢と未来をつなぐ講演会”，卒業フェスティバル特別企画，明治大学

校友会，明治大学リバティタワー，2012 年 3 月 20 日 
 向殿政男，“コンピュータ安全と機能安全”，「組み込みソフトの安全性について」講演会，

製品評価技術研究機構，有楽町電気ビル北館，2012 年 3 月 13 日 
 向殿政男，“機械安全と製造拠点の海外展開に関するシンポジウム”，パネルディスカッシ

ョン：モデレータ，日本機械工業連合会，東京証券会館，2012 年 3 月 5 日  
 向殿政男，“耐用寿命に対する技術的対応について”，特別講演 実践！信頼性・品質技術

研究会，日本科学技術連盟，東高円寺ビル，2012 年 3 月 2 日 
 向殿政男，“労働安全衛生マネジメントシステムに生かすリスクベースアプローチの考え

方”，安全管理者研修会，福島県労働基準協会，飯坂ホテル聚楽，2012 年 2 月 9 日 
 向殿政男，“安全の‘そもそも’とわが国の安全文化・安全意識 ～いま迫られる安全文化・

安全意識の見直し～”，NIKKEI 安全づくりプロジェクト，日本経済新聞社，日経ホール，

2012 年 1 月 27 日 
 向殿政男，“原子力発電の安全性に関する一考察”，特別講演，安全応用技術研究会，きゅ

りあん，2012 年 1 月 20 日 
 向殿政男，“耐用寿命について”，第１回耐用寿命研究会，日本能率協会，三田 NK ビル，

2011 年 12 月 15 日 
 向殿政男，“原子力発電の安全設計について”，公開シンポジウム，福島第一原子力発電事

故後の電気エネルギーの円滑な供給に向けて，日本工学アカデミー，学士会館，2011 年 12
月 13 日 

 向殿政男，“安全設計の思想”，明治大学イブニングセミナー「将来に求められる原子力の

安全とエネルギーを考えるシンポジウム」，明治大学理工学研究科新領域創造専攻，明治大

学リバティタワー，2011 年 12 月 3 日 
 向殿政男，“新しい時代における安全・安心重視の企業経営と教育の産学連携”，地域産業

活性化公開講座，明治大学天童市講座，天童ホテル，2011 年 12 月 1 日 



 

 向殿政男，“リスクが極めて高いシステムに対する安全設計思想について ～原子力発電に

対する一考察～”，第 234 回総合安全談話会，総合安全工学研究所，2011 年 11 月 22 日 
 向殿政男，“労働安全衛生マネジメントシステムに生かすリスクベースアプローチの考え

方”，審査委員会講演会，日本能率協会，2011 年 11 月 21 日 
 向殿政男，“消費者とリスクコミュニケーション”，ファシリテ―タ研修会，日本消費者生

活アドバイザー・コンサルタント協会，全国クリーニング会館，2011 年 11 月 18 日 
 向殿政男，“経年劣化を防ぐ安全設計”，製品安全対策シンポジウム，日本能率協会，東京

ビッグサイト，2011 年 11 月 17 日 
 向殿政男，“次世代の品質経営の基本は信頼＋安全・安心”，第 52 回品質月間特別講演会（松

江会場），日本規格協会，くにびきメッセ，2011 年 11 月 15 日 
 向殿政男，“安全文化を育てよう～安全な社会への貢献～”，UL University 安全文化セミナ

ー，品質と安全文化フォーラム，明治大学リバティタワー，2011 年 11 月 9 日 
 向殿政男，“安全哲学について”，製品安全セミナー＜第１回＞製品安全の礎,日本規格協会，

日本自動車会館，2011 年 11 月 7 日 
 向殿政男，“東日本大震災と明大校友会”，シンポジウム，明治大学校友会豊島区地域支部，

上池袋コミュニティセンター，2011 年 11 月 5 日 
 向殿政男，“原発と放射線の安全性を考える～安全学の視点で～”，明治大学東京都西部地

区父母会講演会，明治大学和泉校舎，2011 年 11 月 5 日 
 向殿政男，“コンピュータと教育”，第 4 回総会・研究大会，明治大学教育会，明治大学リ

バティタワー，2011 年 11 月 5 日 
 向殿政男，“日本の安全を根本から考える”，東日本大震災から何を学ぶか～安全・安心な

日本を目指して～，明治大学創立 130 周年記念公開講座，明治大学＆明治大学校友会北海

道支部，京王プラザホテル札幌，2011 年 10 月 30 日 
 向殿政男，“身の回りの安全について～こんにゃくゼリーから原発まで～”，明治大学 130

周年記念公開講演会，明治大学＆明治大学校友会山梨県支部，山梨県立文学館講堂，2011
年 10 月 29 日 

 向殿政男，“震災とリスクマネジメント”，基調講演，計装制御技術会議，日本能率協会，

三田 NN ホール，2011 年 10 月 26 日 
 蟹瀬誠一，渡邊美樹，齊藤隆，向殿政男，渡辺智恵子，“これからの日本を創る～東日本大

震災から得たチカラ～”，創立 130 周年記念シンポジウム，第 14 回ホームカミングデー，

明治大学，明治大学リバティタワー，2011 年 10 月 16 日 
 向殿政男，“安全確保の論理”，シリーズセミナー原子力の安全を問う，エネルギー総合工

学研究所，JA 救済ビル，2011 年 10 月 8 日 
 向殿政男，“震災における安全について～大震災における労働安全衛生の在り方～”，連合

全国セイフティネットワーク集会，日本労働組合総連合会，ホテルグランドパレス，2011
年 6 月 27 日 

 向殿政男，“今後の労働安全衛生対策の向かうべき方向～労働安全の側面から～”，連合全

国セイフティネットワーク集会，日本労働組合総連合会，ホテルグランドパレス，2011 年

6 月 27 日 
 Takeaki Kariya, “A CB (corporate bond) pricing model for deriving default probabilities and 

recovery rates”, International Conference on Quantitative Methods for Finance, Sidney, 2011 年 12
月 14 日-17 日 



 

 Takeaki Kariya, “Empirically Effective Bond Pricing Model and Analysis on Term Structures of 
Implied Interest Rates in Financial Crisis”, International Conference on Advances in Probability 
and Statistics - Theory and Applications，Hong Kong, 2011 年 12 月 28 日-31 日 

 藤田創，森啓之“ハイブリッドコーディング EPSO を用いた Loadability 大化のための

FACTS 機器 適配置法”，平成 23 年度電気学会 B 部門大会，論文Ⅰ，論文番号 21，2011
年 8 月 31 日 

 角田広樹，森啓之“解の多様性を考慮した多目的メタヒューリスティクスによる確率的供

給信頼度評価”，平成 23 年電気学会 B 部門大会, 論文 I, 論文番号 22，2011 年 8 月 31 日 
 高橋政人，森啓之，“前処理を用いたニューラルネットワークによる太陽光発電予測”，平

成 23 年電気学会 B 部門大会, 論文Ⅱ, 論文番号 103，2011 年 8 月 30 日 
 横山裕久，森啓之，“データマイニングを用いた配電系統損失 小化”，平成 23 年度電気学

会電力・エネルギー部門大会, 論文番号 225，2011 年 9 月 1 日 
 横山裕久，森啓之，“データマイニングを用いた配電系統の損失 小化推定”, 電力技術研

究会資料, 電気学会, PE-11-057/PSE-11-074，2011 年 9 月 28 日 
 高橋政人，森啓之，“DA 前処理付きの RBFN による太陽光発電予測”，平成 23 年電気学会

電力技術研究会資料, 資料番号 PE-11-089/PSE11-106，2011 年 9 月 29 日 
 Hiroyuki Mori, “Estimating Casual Relationship in Load Forecasting with Hybrid Intelligent 

System”, Invited Seminar at Yonsei University（延世大学), Seoul, Korea, 2011 年 4 月 29 日  
 Hiroyuki Mori, “Multi-objective Meta-heuristics for ELD in Consideration of CO2 Reduction”, 

Smart Grid  Special Session Seminar at KIEE（韓国電気学会), Cheju, Korea, 2011 年 5 月

20 日 
 Hiroyuki Mori, “Recent Trend of Smart Grid in Japan”, Invited Seminar a Chun Yuan Christian 

University（中原大学), Chungli, Taiwan, 2011 年 12 月 29 日 
 横山裕久，森啓之，“データマイニングとニューラルネットワークを用いた配電系統の損失

推定”，2011 年度第 1 回電気学会東京支部神奈川支所研究発表会，2012 年 2 月 24 日  
 藤田創，森啓之，“FACTS機器 適配置のためのハイブリッドコーティングEPSOの開発”，

2011 年度第 1 回電気学会東京支部神奈川支所研究発表会，2012 年 2 月 24 日  
 高橋政人，森啓之，“GRBFN と PSO による太陽光発電出力予測”，2011 年度第 1 回電気学

会東京支部神奈川支所研究発表会，2012 年 2 月 24 日  
 角田広樹，森啓之，“スマートグリッド環境下におけるウインドファームを考慮した多目的

送電系統拡充計画”，2011 年度第 1 回電気学会東京支部神奈川支所研究発表会， 2012 年 2
月 24 日  

 高橋政人，森啓之，“過学習防止を考慮した GRBFN による太陽光発電出力予測”，平成 24
年電気学会全国大会予稿集,論文番号 6-026, 広島工業大学，2012 年 3 月 21 日  

 横山裕久樹，森啓之，“ハイブリッドインテリジェントシステムを用いた配電損失推定”，

平成 24 年電気学会全国大会予稿集，論文番号 6-033，広島工業大学，2012 年 3 月 23 日  
 角田広樹，森啓之，“GRASP-SPEA2 による負荷の不確定性を考慮した多目的送電系統拡充

計画”，平成 24 年電気学会全国大会予稿集，論文番号 6-044，広島工業大学，2012 年 3 月

23 日  
 藤田創，森啓之，“ハイブリッドインテリジェントシステムを用いた天候デリバティブ契約

モデルの作成”，平成 24 年電気学会全国大会予稿集，論文番号 6-056，広島工業大学，2012
年 3 月 23 日  



 

 森啓之，大貫安彦，“非線形予測子を用いた電力ネットワークの連続型潮流計算”，平成 24
年電子情報通信学会非線形研究会技術報告，論文番号ＮＬＰ2011-153，福江文化会館，2012
年 3 月 28 日 

 Ryo Kobayashi, “Locomotion of Animals, Robots and Mathematics”, Seminar at Material 
Measurement Laboratory, NIST, Gaithursburg, USA, 2011 年 9 月 

 Ryo Kobayashi, “Mathematical models of network formation of true slime mold”, Seminar at Dr. 
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